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学会雑誌J 70卷 6 号 （197坪 I2月）

なく，評量分析では刺断の困難な問題の解明に成功し 

たことは評価されをべき点である。また組合の企業別 

組織が特っ企業内的機能については，まだ理論的に十 

分展開されているとはいい難いが，多くの注目すべき 

間題が指摘されている。その反ISUと，対象が民問大金 

業に限定され，また労使の企業内交渉における非公式 

的なプロセスの解明に重点が置かれながら，生産の現 

場における労使のビヘイビアの観察が十分实行されな 

かハたことは，いずれも今後fc課題を残すものといわ 

なけれぱならない。しかし戦後日本の賃全決定に関す 

る行動論的分析を，よくシステム的にまとめ上げた業 

鎮はたかく評価されるべきであり，経済学博士の称号 

を得るにふさわしいものと制定する。

論 文 審 香 担 当 者 主 ま 中 鉢 正 美  

副 查 黑 川 俊 雄  

副 を 佐 财 陽 子

河 合 後 三 君 学 位 授 与 報 告

報 告 番 号 乙 第 853号

学 位 の 盤 顏 経 済 学 博 士

授与の年月日昭和 51年 9 月3 0日

学位 論 文 題 名 r戦後国際通貨体制の亮展過程J

内 容 の 要 旨

従来のわが国の国際通货問題に対する認I t および®貨 

当局の対応振りが箸しく米国寄-りなことで，こうした 

偏向を楚正する目的意識のもとに，欧州大陸諸国の主 

張ゃ貨歉観に対しても注意を怠らぬよう努めた。

第一章では，プレトソゥッズ休制の成立から崩壊に 

至るまで.の過殺を重大な国際通貨情勢の变化との関連 

において分析したが，結諭としては，戦後の国際通貨 

体制が，1930年代に全く機能の麻俾するに至った金為 

替本位制庞の欠隙を十分払拭せずに継承したことに， 

今日の国際通貨危機を招いた根本的原因があるといえ 

る。プレトンゥッズ体制がドルの金交換停止によって 

崩壊に迫い込まれたのは当然の成り行きであったとは 

いえ，将来の金の処遇に関してはまだ主要国問に完全 

な合意が成立したとみられぬことを,第二章において 

論じた。第三章:においては，プレトンゥッズ休制の動 

揺に伴って表面化してきた国際通貨制度の分極化傾向 

をE C の通貨統合の動きを通じて分析したが，通貨統 

合の理想と現卖の乖離は，最近ニ，三年来かえって拡 

大しっっあり， E C 通货の共通の価基準さえ設定に 

程遠き状態、であるといえる。

論文審査の要旨

H

. 「戦後国際通貨体制の発展過程J 論文耍旨

. , 河合俊三 

国際通貴制度の改iYこはなお進行中であるが，この辺 

で戦後における国隙通货制度の発展過程を振り返って 

みることが，今後の問題の所在を見極める上に•おいて 

も重要であるという観点から本論文を執紙した。かよ 

うな必要を感じたのは，国際通货問題の本質は歴史的 

な分析の方法をとらずには正赚に把握できぬだけでな 

く，イザ効な国際通货制度改本の提案も到底浮んでこな 

いとの考えを深めるに至ったためである。従って，’研 

究を進めるに当っても，あら力、じめ設定された慨念の 

フレームワークの中で現樊に生じた問題の位置付けを 

したり結論を急ぐということをせずに，まず闺際通貨 

問題をめぐる主要閲の論議の真意と背景を，できる 

だけ部細かつ正確に把掘することから出発した。かよ 

うな7 プロ-*チの過租において発思した一*つの事奨は，

本論文は，第 一 プ レ ト ン ，ウッズ体制の筋壞過程， 

第二章戦後における金問題の発展，第三享E E  C通貨 

統合の回頸と辟望とからなり，この三つの点から戦後 

の国際通肯体制に関すを祝点を定めている。

ロ
分析方法として機能的に把えることを行わず，歴史 

的方法を用いている。これは筆者め本論文における方

法論，または方法論上の翁学を示している。すなわち，

戦後の通貨体制は一つの概念のフレーム.ワークで把

え る こ と が で き ず ， 社 会 経 済 的 一 一 ■ そ れ も 国 際 的 広 が  

り を も つ ー ■ 一 に 考 慮 さ れ な け れ ぱ な ら な い と す る 哲 学  

に 根 抛 iを も つ 。

第 一 章 で は ， 戦 前 の 国 際 通 貨 体 制 の 欠 陥 を 反 潜 し て ， 

戦 後 の ® 際 贸 易 を 円 滑 な ら し め る よ う に ， I M F  (プレ 

トソ . ウ ツ ズ 体 制 ） を 設 立 し た が ， 戦 後 の 国 際 経 済 は 子  

想 以 上 に ， 深 刻 か つ 大 規 摸 で あ っ た た め に ， I M F は 

決 済 機 構 の 中 心 的 役 割 を 满 ず る こ と が で き ず ， 米 ® の

方 的 ド ル 供 释 装 腔 （例 え ぱ ツ ー シ ャ ル . プラン）に頼ら  

ざ る を え な か っ た 0 こ の た め に 欧 州 地 域 内 で の 通 货 の  

地 域 イ 匕 を 推 進 さ せ た ， す な わ ち 地 域 的 解 決 の 方 向 に ' ^、
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線ま嫁

学位授与報告

く土壊があった。これを筆者は米国の観点と欧州の観 

点の相違，歷史上の背景の相違として，通貨外交的解 

決を前面に押出した。これが歴史的方法をとろうとし 

たiff者の史観とも結びついている。しかし,大切なこ 

とは国際適貨のフレーム‘ワークという経済学的メ力 

ニズムがなお存在することも考えるべきではなかった 

力、。意觅を異にするb'とびととの識争をむところで 

ある。この点が河合氏の主張の一 つ の 根成をなすこと 

も, 実である。

ドル為替本位制に対する不安として，金のニ童価格 

制, S D R の創設はすべて欧州侧の通貨観，米国の通 

貨ぼの相違が，合意による解決として歴史的な結果:^  
産むにいたったととを力説し， 体的な理論的解決と 

して出現したのではないことを主張されている。すべ 

ての解決策が恒常的性格をもつものではな、ことを指 

摘されている。ここにも歴史的表現としての国際通貨 

体制のあウのままの姿を示す。

E 際通貨体制のフロー ト移行に対して，变動為替相 

場制についての全幅の信頼をおくことができず，国際 

通貨体制としてなお画定為替相場のもつ利点を主張さ 

れている。しかし践念なことに，金為替本位という形 

をとった固定為替相場が崩壞したことは，必ずしもす 

ベての固定為替制の召:定にはならないと主張されてい 

るが，別な形の固定為替制が'提示されていないことで 

ある。金為替制の形は歴史的にくずれたのも事実であ 

る。すぺての制度カ凉全でないことは，すべての人の 

認めるととろである。制度が意味をもつのは，欠陥が 

利点にくらべて救}対的に無視しうる程度であり，その 

制度かよく w orkする条件があれば，それはよい制度 

である。確かに，固定為替制は多くの利点ホもつこと 

は巧の指搞するとおりであり，フロート制が必ずしも， 

期待した程よく w orkしていないのも指摘のとおりで 

める。現'在のわれわれはフロ… ト制しかない。金為替 

本位制には戻れないというごとである。氏に対して， 

巧の主張する固走為替制の現実的な代案を求めるこど 

ができればよいのだが，これは現段階では[ないもの 

ねだりJ にしかすぎ/jcいことも事実でボる。

しかし，河合氏が欧州見方から，国瞻通資体制を 

みたしとは，現在の!!命調の大部分がアメリ力中心であ 

6 ことをみれば，まさに贵谊な一主張であり貫献と考 

えられる。

の . - '

余問題について金に焦点をあわせ，第--麽の主張か 

強化されている。とこにも欧州における金選好の根抛  ̂

を， ドル為替本位制5：こ対する不安の除においている 

ことは，一'つのすぐれた見方である。

EEC通貨統合も混乱する国際通貨体制にたいする地 

域的辦決として把え，これが又，欧州対米国という祝 

点からみられておる。通常*EEC通貨統合は世界通貨へ 

の系譜の中で論ぜられているのを，® 際通貨体制!の海 

乱の中での部分的解決としてみる見方はュユイクなも 

のである。

本論文の構成上，ブレトン.ゥッズ崩壊から出発す 

るのは, 木識文の目的上無理のないととであるが，崩 

壊は必ず設立と関速する。存在しないものに崩壞はな 

い。すると論理上存在の条件，設立の環境が先にあっ 

た方がよかったのではないが, というような，論文構 

成上の意兄の相違もでてくる。

以上，われわれは河合氏の主張，描成，展開につい 

て異なった主張をなしたが，氏が主張する欧州的な通 

貨体制の見方，および通货外交の厘史的発展をたんね 

んに追われ■ ,通貨問題を社会経済的に把え，そとには 

愿史性の存することを主張されたととに深い敬意を仏 

うとともに，その貢献を評価し，本論文が学位に値す 

るものと判定する。

論文審を担当者

学 力 確 認

主查 村弁 俊雄

副查 白石 孝

副查 村野、 孝

英語 千種 義人

独語 山本 登
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